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建築建設工学科卒業要件，卒論着手要件を満たす単位の条件

１．卒業要件
次の要件イ，ロ，ハを併せて１３０単位以上を修得しなければ卒業できない。
建築学コース
イ．共通教育科目３８単位
ロ．専門教育科目の必修科目６５単位
ハ．専門教育科目の選択科目２１単位以上【専門基礎科目２単位以上，建築建設基礎科目及び専門科目（建築学
専門科目と共通専門科目）１９単位以上（鉄筋コンクリート構造及び演習，鋼構造及び演習の中から計３単位
以上を含む。）】

建設工学コース
イ．共通教育科目３８単位
ロ．専門教育科目の必修科目６２単位
ハ．専門教育科目の選択科目２４単位以上【専門基礎科目２単位以上，建築建設基礎科目及び専門科目（建設工
学専門科目と共通専門科目）２２単位以上】

ただし，建築学コース，建設工学コースとも，他コース及び工学部他学科開講専門科目の単位を，以下の条件で
６単位まで専門教育科目の選択科目として卒業に必要な単位に算入できる。
・当コースまたは当学科の専門教育課程表にないこと
・専門教育・副専攻科目として履修していないこと
・担当教員の承認を得ること
・同名の科目は１科目のみであること

２．卒業研究着手要件
次の要件イ，ロ，ハ，ニを併せて１１０単位以上を修得しなければ卒業研究に着手できない。
建築学コース
イ．卒業に必要な共通教育科目３８単位のうち３４単位以上
ロ．専門基礎科目の必修科目１４単位
ハ．建築建設基礎科目の構造系科目計１８単位から１５単位（必修科目１２単位以上を含む。），計画系科目計１４単位
から１２単位（必修科目８単位を含む。）の合計２７単位を修得すること。
ニ．建築学専門科目及び共通専門科目（４年次開講の科目は除く）の構造系科目計１９単位から１３単位（必修科
目３単位以上を含む。），計画系科目計３４単位から２２単位（必修科目１４単位以上を含む。）の合計３５単位を修
得すること。

建設工学コース
イ．卒業に必要な共通教育科目３８単位のうち３４単位以上
ロ．専門基礎科目の必修科目１４単位
ハ．建築建設基礎科目の構造系科目計１８単位から１５単位（必修科目１２単位以上を含む。），計画系科目計１４単位
から１０単位（必修科目８単位を含む。）の合計２５単位を修得すること。
ニ．建設工学専門科目及び共通専門科目（４年次開講の科目は除く）の構造系科目計３０単位から２１単位，計画
系科目計２７単位から１６単位の合計３７単位を修得すること。この中には，構造系科目の必修科目と計画系科目
の必修科目を合わせて１５単位以上を含むこと。

専門科目のうち建築学専門科目は建築学コースに，建設工学専門科目は建設工学コースに開講されており，異な
るコースの科目の単位を上記卒業研究着手要件に加えることはできない。

３．その他
イ．建築学コースでは，原則として，設計演習基礎第一，同第二，建築設計演習第一，同第二，同第三の順
に履修しなければならない。また，担当教員の許可無しに，同学期に２科目以上を履修できない。
建設工学コースでは，原則として，設計演習基礎第一，同第二，都市計画設計演習，都市計画設計，建設工学
設計演習の順に履修しなければならない。また，担当教員の許可無しに，同学期に２科目以上を履修できな
い。
ロ．教職免許のために開講されている科目（教育職員免許取得関係授業科目表（全学科対象）参照）の単位は
卒業単位数には算入しない。
ハ．留学生対象科目（工業日本語Ⅰ～Ⅳ）は，留学生にのみ開講される。
ニ．海外短期インターンシップⅠ・Ⅱについては，単位の累積を認める。ただし，卒業に必要な単位に算入で
きるのは４単位までである。
なお，卒業見込者（卒業判定に係る年度）の春季休業期間に実施する海外短期インターンシップは，卒業
要件の単位に含めることができない。
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